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作
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学
の
一
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面
と
し
て

王
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は
じ
め
に

　
今
日
ま
で
発
表
さ
れ
て
い
る
大
多
数
の
日
本
児
童
文
学
史
の
中
で
、
日
本
創

作
児
童
文
学
は
、
一
八
九
一
　
（
明
治
二
十
四
）
年
に
発
表
さ
れ
た
巌
谷
小
波
の

『
こ
が
ね
丸
』
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
▽
几
一
八
（
大
七
）
年
鈴
木
三
重
吉
主
宰

で
創
刊
さ
れ
た
児
童
文
芸
雑
誌
『
赤
い
払
』
に
よ
っ
て
、
御
伽
噺
か
ら
芸
術
的

な
近
代
児
童
文
学
へ
の
転
回
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、
大
正
期
児
童
文
学
を
代
表
す

る
創
作
童
話
童
謡
の
隆
盛
期
を
迎
え
た
と
、
ほ
ぼ
定
説
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

紐
。
こ
う
し
た
各
時
代
の
児
童
文
学
の
特
質
を
お
さ
え
て
ゆ
く
中
で
、
そ
の
時

代
を
特
徴
づ
け
る
代
表
的
な
文
学
者
と
作
品
を
並
べ
な
が
ら
評
価
す
る
と
い
う

パ
タ
ー
ン
に
は
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
に
し
て
も
、
や
は
り
次
の
よ
う
な
問
題

点
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
本
来
児
童
文
学
と
は
子
ど
も
の
読
者
が
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
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赤
い
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さ
れ
る
世
界
で
あ
る
た
め
、
偏
に
大
人
の
価
値
基
準
の
み
で
、
作
家
の
創
作
活

動
と
そ
の
作
品
を
注
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
評
価
の
視
座
は
大
人
に
偏

っ
て
、
読
み
手
で
あ
る
子
ど
も
に
よ
る
「
読
ま
れ
方
」
を
考
察
す
る
こ
と
が
な

け
れ
ば
、
不
完
全
な
結
論
に
な
る
可
能
性
が
大
き
い
。

　
第
二
に
、
児
童
文
学
史
の
叙
述
の
対
象
が
、
す
で
に
完
結
し
た
過
去
の
時
代

の
作
家
と
作
品
に
限
定
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
時
代
の
文

学
が
発
展
す
る
時
に
見
え
な
い
傾
向
や
、
次
の
時
代
の
作
品
に
与
え
た
影
響
は
、

歴
史
の
流
れ
に
つ
れ
て
次
第
に
明
白
に
な
る
た
め
、
文
学
史
家
が
先
見
的
に
前

後
の
因
果
関
係
を
配
慮
し
つ
つ
、
歴
史
事
実
を
新
た
に
組
み
立
て
直
す
（
過
大

過
小
評
価
し
た
り
、
選
別
し
た
り
、
抹
殺
し
た
り
す
る
）
こ
と
が
で
き
る
。
更

に
、
歴
史
的
・
政
治
的
な
タ
ブ
ー
の
要
素
を
も
含
め
て
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で

に
そ
の
時
代
の
特
徴
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
作
品
は
本
当
に
そ
の
時
代
の
主

流
と
言
え
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
、
再
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
　
　
『
赤
い
鳥
』
に
関
す
る
研
究

で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

　
以
上
の
二
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
大
正
時
代
の
代
表
的
な
児
童

文
芸
雑
誌
で
あ
っ
た
『
赤
い
鳥
』
を
例
と
し
て
、
児
童
文
学
史
で
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
日
本
創
作
児
童
文
学
の
「
古
典
的
名
作
」
の
実
態
を
究
明
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
赤
い
鳥
』
の
読
者

投
書
欄
を
手
が
か
り
と
し
て
、
そ
れ
は
一
体
ど
の
よ
う
な
読
者
層
を
持
っ
て
い

た
の
か
、
ま
た
、
視
座
を
子
ど
も
読
者
に
据
え
、
作
品
が
生
ま
れ
た
大
正
時
代

の
言
語
空
間
で
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
例
に
即
し
て
、
同
時
代
の
大
衆

児
童
文
学
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
『
赤
い
鳥
』
が
大
正
期
児
童
文
学
の
代
表
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
理
由
を
究
明
し
た
い
。

一

何
故
『
赤
い
鳥
』
か

本
稿
で
『
赤
い
鳥
』
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
『
赤
い
鳥
』
に
向
け
ら
れ
た

高
い
評
七
と
当
時
の
実
際
の
発
行
部
数
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
か
ら
で
あ

る

　○

　
も
う
少
し
詳
し
く
言
う
な
ら
ば
、
今
日
発
表
さ
れ
て
い
る
大
多
数
の
日
本
児

童
文
学
史
と
日
本
児
童
文
学
名
作
集
で
、
大
正
期
の
児
童
文
学
は
、
『
赤
い
鳥
』

に
代
表
さ
れ
る
童
話
童
謡
の
時
代
と
一
般
に
扱
わ
れ
て
い
紐
。
し
か
し
、
当
時

の
発
行
部
数
を
考
察
し
て
み
る
と
、
『
赤
い
鳥
』
最
盛
期
の
一
九
二
〇
（
大
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

年
頃
の
発
行
部
数
が
三
万
程
度
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
大
正
三
年
に
創
刊
さ

れ
た
講
談
社
の
『
少
年
倶
楽
部
』
は
当
初
三
万
部
、
六
年
に
四
万
部
で
あ
っ
た

も
の
が
、
▽
几
二
二
（
大
十
口
年
の
新
年
号
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
発

行
部
数
の
二
倍
に
あ
た
る
八
万
部
に
な
っ
て
い
た
。
両
者
の
全
発
行
部
数
を
比

べ
て
み
れ
ば
、
言
う
ま
で
も
な
く
後
者
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
（
図
１
参
照
）
。

こ
の
事
実
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
研
究
で
は
、
そ
の
理
由
を
雑
誌
出
版
社
の

宣
伝
販
売
方
式
と
い
う
外
部
の
要
因
に
求
め
る
か
、
も
し
く
は
、
『
赤
い
鳥
』

の
作
品
が
「
余
り
に
も
高
く
、
芸
術
的
香
り
、
文
芸
的
感
覚
も
、
時
代
に
先
行

し
す
ぎ
て
い
た
」
（
日
本
児
童
文
芸
家
協
会
編
『
児
童
文
学
の
展
望
』
角
川
書

店
、
▽
几
五
六
年
）
と
説
明
す
る
な
ど
、
読
者
の
受
容
の
あ
り
方
、
つ
ま
り

「
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
か
」
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
　
読
者
投
書
欄
か
ら
見
る
『
赤
い
鳥
』
の
読
者
層

　
『
赤
い
鳥
』
の
読
者
投
書
欄
は
、
創
刊
か
ら
ほ
と
ん
ど
巻
末
に
掲
載
さ
れ
、

『
赤
い
鳥
』
終
刊
に
至
る
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
刊
行
途
中
に
名
称

の
変
更
、
付
加
な
ど
が
見
ら
れ
る
（
表
１
参
照
）
。

　
そ
し
て
、
こ
の
読
者
投
書
欄
は
、
『
赤
い
鳥
』
第
一
巻
第
二
万
の
読
者
投
書

欄
の
冒
頭
「
直
接
購
読
者
諸
君
の
た
め
に
設
け
ま
し
た
。
ど
う
か
、
子
供
に
関

し
て
の
さ
ま
ぐ
な
御
意
見
や
、
み
な
さ
ん
の
お
子
さ
ま
方
の
、
御
成
長
の
課
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「
表
１
」
　
『
赤
い
鳥
』
読
者
投
書
欄
名
称
変
遷
表

　
　
　
　
　
▽
几
一
八
（
大
七
）
年
七
月
～
▽
几
二
九
（
昭
四
）
年
三
月

　¬¬　¬　　¬¬　　　¬
　通講　談　名　通少　　　　　通
　信話　話　貧　信年　　　　　信　　　　　名

　｜　｜　　ド　け川Ｉ少Ｉ　　　　Ｉ　　　　　Ｉ称
　　　　　　　　　　女

　第　　第　第　第　　　第　第　第　第
　十　　十　四　二　　　十　五　三　一
　八　　六　巻　巻　　九　巻　巻　巻
　巻　　巻　第　第　　　巻　第　第　第
　第　　第　五　一　　Ｓ第　四　五　一
　Ｓ五　Ｓ一　号　号　第二　Ｓ号　号　号　巻
第号　第号　Ｓ　　Ｓ　二号第　　Ｓ　　Ｓ　号
十　　十　　第　第　十　十　　第　第　数
九　　八　　五　三　二　五　　四　一
巻　　巻　　巻　巻　巻　巻　　巻　巻
第　　第　　第　第　第　第　　第　第
一　　四　　三　四　三　六　　四　六
号　　号　　号　号　号　号　　号　号

　昭　　　大　大　大　　昭　　大　大　大
　和　　正　正　正　　和　　正　正　正
　二　　　十　九　八　　二　　九　八　七
　年　　　五　年　年　　年　　年　年　年
　五　　年　五　一　　八　Ｓ十　十　七
　月　　一　月　月　　月　大月　一明　損
　ｓ　　ｓ月　ｓ　　ｓ　　　ｓ　正　　ｓ月大　　1§

昭　昭　　大　大　　昭　十　大　正　　期
和　和　　正　正　　和　四　正　七　　間
二　二　　九　八　　四　年　九　年
年　年　　年　年　　年　十　年　十
七　四　　九　十　　三　二　四　二
月　月　　月　月　　月　月　月　月

程
を
記
念
し
得
る
出
来
事
や
、
皆
さ
ん
の
お
互
の
御
交
際
や
『
赤
い
鳥
』
に
対

す
る
御
批
評
や
御
要
求
な
ぞ
、
す
べ
て
の
方
面
に
自
由
に
お
使
ひ
下
さ
い
ま
し
。

私
ど
も
も
、
み
な
さ
ん
へ
申
し
上
げ
る
お
話
は
、
こ
の
欄
で
い
た
し
ま
す
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
読
者
と
編
集
側
及
び
読
者
同
士
の
交
流
を
促
す
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
大
正
八
年
▽
月
第
二
巻
第
一
号
か

ら
十
月
第
三
巻
第
四
号
ま
で
の
十
冊
に
「
少
年
少
女
」
と
い
う
欄
を
設
け
、
子

ど
も
読
者
か
ら
の
投
書
を
一
般
の
投
書
と
区
別
し
て
掲
載
し
て
い
た
が
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

以
外
の
百
十
七
冊
の
投
書
欄
で
は
、
大
人
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
が
大
多

数
を
占
め
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一
巻
全
六
号
を
調
べ
た
結

果
、
読
者
側
か
ら
の
投
書
は
八
十
一
件
あ
っ
た
が
、
文
面
と
最
後
に
書
か
れ
て

い
る
所
属
か
ら
、
そ
の
殆
ど
は
学
校
の
教
師
や
子
ど
も
の
親
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

も
の
で
、
子
ど
も
か
ら
の
投
書
は
わ
ず
か
四
件
し
か
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
投

書
か
ら
判
断
で
き
る
の
は
、
『
赤
い
鳥
』
の
読
者
は
児
童
文
学
の
享
受
者
で
あ

る
子
ど
も
以
外
に
、
教
育
的
指
導
者
と
し
て
の
学
校
の
教
師
と
、
子
ど
も
の
本

の
選
び
手
と
な
る
親
な
ど
の
大
人
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

三
　
『
赤
い
鳥
』
の
読
者
の
享
受
相

三
－
巾
　
教
育
を
向
上
す
る
た
め
の
読
書

『
赤
い
鳥
』
の
大
人
読
者

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
上
局
揚
の
一
翼
と
し
て
、
自
由
教

育
運
動
が
盛
ん
に
あ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
自
由
教
育
運
動
と
Ｉ
口
に
い
っ
て
も
、

そ
の
主
義
・
主
張
は
多
種
多
様
で
あ
飴
。
そ
れ
を
一
々
こ
ま
か
く
述
べ
る
余
裕

は
な
い
が
、
二
言
で
い
う
と
、
「
国
家
の
た
め
の
教
育
か
ら
解
放
し
、
人
間
と

し
て
の
教
育
を
確
立
す
る
た
め
」
（
猪
熊
葉
子
他
編
『
講
座
日
本
児
童
文
学
４

日
本
児
童
文
学
史
の
展
開
』
明
治
書
院
、
▽
几
七
三
年
）
、
「
絶
対
主
義
・
官
僚

主
義
・
教
育
体
制
の
主
知
的
形
式
的
教
育
に
対
し
て
、
自
由
主
義
・
児
童
中
心

主
義
の
教
育
思
潮
に
立
つ
個
性
・
創
造
性
尊
重
の
教
育
」
（
日
本
児
童
文
学
学



会
『
赤
い
鳥
研
究
』
小
峰
書
店
、
▽
几
六
五
年
）
を
提
唱
す
る
運
動
で
あ
る
。

こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
文
芸
教
育
及
び
芸
術
教
育
も
主
張
さ
れ
て
い
た
。

　
遠
藤
早
泉
は
『
現
今
少
年
読
物
の
研
究
と
批
判
』
（
開
発
社
、
一
九
二
二
年
）

の
中
で
、
大
正
十
年
の
夏
に
、
比
叡
山
延
暦
寺
で
開
か
れ
た
国
民
教
育
奨
励
の

第
四
回
全
国
小
学
校
教
員
大
会
に
於
け
る
「
教
育
と
文
芸
と
の
調
和
」
に
関
す

る
議
題
と
そ
の
回
答
の
大
要
を
紹
介
し
て
い
る
。
議
題
の
第
一
は
、
「
文
芸
就

中
小
説
の
教
育
に
興
ふ
る
悪
影
響
と
思
は
る
ゝ
点
如
何
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
種
々
の
回
答
が
あ
り
、
そ
の
中
に
次
の
意
見
が
あ
る
。
「
児
童

は
い
か
ゞ
は
し
い
豆
本
や
、
児
雷
也
と
か
猿
飛
佐
助
と
か
い
ふ
忍
術
物
を
好
ん

で
読
む
。
そ
れ
が
児
童
本
然
の
趣
味
の
要
求
だ
か
ら
、
其
の
要
求
が
満
足
さ
れ

な
け
れ
ば
止
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
其
の
救
治
法
は
悪
い
も
の
を
止
め
る
よ
り
は
、

寧
ろ
進
ん
で
読
本
以
外
の
適
当
な
る
読
物
を
提
供
し
て
児
童
の
興
味
欲
を
満
足

さ
せ
、
高
尚
な
る
趣
味
性
を
発
揮
さ
せ
る
の
が
第
一
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
に
、

当
時
子
ど
も
の
中
に
流
行
し
て
い
た
忍
術
物
な
ど
を
否
定
し
、
高
尚
な
読
物
を

提
供
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
教
育
者
が
い
た
。

　
第
二
の
議
題
「
現
行
教
科
書
に
於
け
る
文
芸
資
料
の
多
少
、
良
否
等
に
関
す

る
所
見
如
何
」
に
対
し
て
は
、
「
文
芸
資
料
乏
し
く
、
理
知
的
、
実
用
的
、
道

徳
的
教
材
が
多
過
ぎ
る
が
故
に
、
一
層
其
の
分
量
を
多
く
す
べ
き
で
あ
る
」
と

結
論
付
け
ら
れ
た
。
議
題
の
三
は
、
「
高
尚
な
る
趣
味
を
養
成
す
る
実
際
上
の

方
法
及
び
其
他
に
就
い
て
の
方
法
如
何
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
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し
て
は
「
先
づ
教
員
其
人
の
芸
術
趣
味
を
養
ふ
為
め
に
師
範
教
育
を
改
善
す
る

を
可
と
す
る
」
と
い
う
意
見
で
一
致
し
た
。
こ
れ
は
最
も
根
本
的
な
解
決
方
法

で
あ
っ
て
、
一
方
、
児
童
に
対
し
て
は
、
「
豆
本
を
駆
逐
す
る
為
に
適
当
な
る

科
外
読
物
を
選
択
し
て
之
を
成
る
可
く
充
分
に
供
給
す
る
こ
と
」
、
「
史
譚
、
神

話
、
逸
話
、
童
話
等
を
豊
富
に
聞
か
せ
る
こ
と
」
な
ど
の
よ
う
な
方
法
を
採
る

べ
き
も
の
と
答
え
て
い
る
。
議
題
の
四
に
お
い
て
は
、
文
芸
と
教
育
と
の
調
和

に
対
す
る
一
般
的
方
法
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
「
全
国
民
共
通
の
元
気
あ
る

俗
談
又
は
興
味
あ
る
教
育
的
童
謡
、
童
話
等
を
作
る
こ
と
」
「
児
童
に
適
し
た

る
高
尚
で
興
味
の
あ
る
読
物
を
盛
に
出
版
す
る
こ
と
」
と
い
う
意
見
に
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
『
赤
い
鳥
』
が
提
唱
し
た
「
芸
術
と
し
て
真
価
あ
る
作
品
」
を
創
作
す
る
主

張
は
、
ま
さ
に
、
当
時
の
教
育
の
場
に
お
け
る
芸
術
性
の
あ
る
教
育
を
求
め
よ

う
と
す
る
動
き
と
合
致
し
て
い
た
た
め
、
『
赤
い
鳥
』
の
作
品
は
当
時
の
学
校

の
教
師
に
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
投
書
欄
に
は
、
『
赤
い
鳥
』
が
教
育
の

場
で
教
師
に
と
っ
て
役
に
立
っ
た
、
是
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
る

投
書
が
あ
る
。
「
『
赤
い
鳥
』
は
子
供
の
為
に
も
な
り
、
私
た
ち
教
員
に
取
っ
て

も
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
す
。
」
（
富
山
県
中
新
川
郡
泉
水
橋
町
、
加
賀
谷
良
二
、

第
一
巻
第
四
号
）
や
、
「
私
ど
も
の
学
校
で
は
、
最
近
職
員
会
議
の
結
果
、
『
赤

い
鳥
』
を
児
童
一
般
に
愛
読
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
数
は
八
百

人
か
ら
あ
り
ま
す
。
」
（
和
歌
山
県
加
太
町
小
学
校
、
川
崎
亀
楠
、
第
一
巻
第
六
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号
）
、
「
私
の
組
の
児
童
七
人
の
う
ち
、
三
人
は
『
赤
い
鳥
』
の
愛
読
者
に
な
り

ま
し
た
。
学
校
の
図
書
部
で
も
『
赤
い
鳥
』
を
買
っ
て
生
徒
に
見
せ
て
を
り
ま

す
。
」
（
日
本
メ
リ
ヂ
ス
ト
横
浜
教
会
日
曜
学
校
、
小
笠
原
賢
三
、
第
二
巻
第
六

号
）
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

　
教
育
の
も
う
一
つ
の
場
と
し
て
の
家
庭
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
の
教
育
に
熱

心
な
親
は
『
赤
い
鳥
』
を
購
入
し
、
自
分
か
読
ん
だ
り
、
子
ど
も
に
読
み
聞
か

せ
た
り
し
た
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
『
赤
い
鳥
』
は
大
人
白

身
が
読
み
、
大
人
が
子
供
に
読
ん
で
や
る
に
は
申
分
の
な
い
雑
誌
で
す
が
、
小

さ
な
子
が
丁
人
で
読
む
に
は
む
づ
か
し
過
ぎ
ま
す
。
子
供
に
読
め
る
欄
を
設
け

て
下
さ
い
。
」
（
本
郷
、
船
橋
生
、
第
一
巻
第
二
号
）
や
、
「
私
は
十
歳
に
な
る

女
の
子
を
内
地
に
残
し
て
Ｉ
人
当
地
に
ま
ゐ
つ
て
ゐ
ま
す
。
今
ま
で
子
供
に
色

々
な
雑
誌
を
読
ま
せ
て
ゐ
ま
し
た
が
寧
ろ
そ
の
選
定
に
労
れ
て
ゐ
る
程
で
し
た
。

私
は
こ
の
度
『
赤
い
鳥
』
を
手
に
し
て
、
私
が
疾
く
か
ら
探
し
て
ゐ
た
も
の
に

始
め
て
ぶ
つ
か
つ
た
や
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
」
（
台
湾
鳳
山
海
車
無
線
電
信
所
、

山
岸
久
二
、
第
一
巻
第
三
号
）
、
「
私
は
子
供
に
お
話
を
す
る
参
考
書
に
困
つ
て

を
り
ま
し
た
が
、
人
か
ら
『
赤
い
鳥
』
を
推
奨
さ
れ
て
こ
ん
な
よ
い
雑
誌
を
な

ぜ
も
つ
と
早
く
気
が
付
か
な
か
つ
た
ら
う
と
後
悔
致
し
ま
し
た
。
諸
先
生
の
御

尽
力
を
感
謝
致
し
ま
す
。
」
（
大
阪
府
東
成
郡
、
安
藤
富
子
、
第
二
巻
第
六
号
）

と
い
っ
た
よ
う
に
で
あ
る
。

　
画
一
的
で
型
に
は
め
た
よ
う
な
教
育
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
子
ど
も
の
関
心
や
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感
動
を
中
心
に
、
よ
り
・
自
由
性
と
芸
術
性
の
あ
る
新
教
育
を
目
指
そ
う
と
す
る

教
育
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
代
背
景
が
あ
り
、
学
校
の
教
師
や
、
子
ど
も
の

親
達
は
、
教
育
を
向
上
す
る
た
め
、
『
赤
い
鳥
』
を
参
考
書
と
し
て
購
読
し
て

い
た
の
だ
。

　
三
－
㈲
　
大
人
の
教
育
意
識
に
よ
る
子
ど
も
の
読
書

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
『
赤
い
鳥
』
を
購
読
す
る
子
供
の
教
育
者
と
し

て
の
学
校
の
教
師
と
子
ど
も
の
親
は
、
自
分
も
読
む
が
、
子
ど
も
に
も
読
み
聞

か
せ
た
り
、
読
ま
せ
た
り
も
し
て
い
た
。
子
ど
も
の
投
書
に
は
、
「
お
父
さ
ま

は
『
赤
い
鳥
』
な
ら
い
っ
読
ん
で
ゐ
て
も
お
叱
り
に
な
り
ま
せ
ん
。
」
（
芝
愛
宕

小
学
校
六
年
生
、
鎌
田
敬
子
、
第
三
巻
第
一
号
）
、
「
私
は
『
赤
い
鳥
』
の
第
一

号
か
ら
の
愛
読
者
で
す
。
そ
れ
は
東
京
の
兄
さ
ん
が
、
こ
れ
は
為
め
に
な
る
よ

い
本
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
毎
月
送
っ
て
下
さ
っ
た
か
ら
で
す
。
兄
さ
ん
は
今
後

も
毎
月
送
っ
て
や
る
と
言
ひ
ま
し
た
。
」
（
福
島
県
東
白
川
郡
石
井
小
学
校
、
尋

六
、
松
田
良
隆
、
第
二
巻
第
六
号
）
と
い
う
、
そ
れ
全
表
づ
け
る
内
容
が
見
ら

れ
る
。

　
こ
う
し
た
事
情
は
、
大
正
期
に
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
た
人
々
の
回
想
の
中

に
も
見
ら
れ
る
。
赤
い
鳥
の
会
編
『
「
赤
い
鳥
」
と
鈴
木
三
重
吉
』
（
小
峰
書
店
、

∇
几
八
二
年
）
の
「
子
ど
も
の
頃
、
そ
し
て
『
赤
い
鳥
』
」
と
い
う
座
談
会

（
水
藤
春
夫
、
柴
野
民
三
、
関
英
雄
、
与
田
準
一
、
福
井
研
介
）
で
、
福
井
氏



が
『
赤
い
鳥
』
と
出

に
通
っ
て
た
頃
に
ね

｀　　八

匹
っ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、
「
ぽ
く
が
赤
磐
の
小
学
校

師
範
学
校
を
出
た
ば
か
り
の
新
任
の
先
生
が
や
っ
て
き

た
わ
け
で
す
よ
。
そ
の
人
が
『
赤
い
鳥
』
を
購
読
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
自
分

で
読
み
終
わ
る
と
、
そ
れ
を
ぼ
く
た
ち
子
ど
も
に
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
ぽ
く
は

そ
れ
ま
で
『
少
年
世
界
』
と
か
『
日
本
少
年
』
な
ん
か
を
読
ん
で
ま
し
た
か
ら
、

『
赤
い
鳥
』
を
み
て
何
だ
か
変
わ
っ
た
雑
誌
だ
な
と
、
そ
の
頃
は
思
っ
て
い
ま

し
た
。
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
当
時
は
、
「
雑
誌
は
俗
悪
な
も
の
」
「
読
ん
で
も
得
る
と
こ
ろ
の
な
い
無
駄
な

も
の
」
と
い
う
の
が
一
般
の
認
識
で
あ
っ
た
た
め
、
教
師
と
親
に
勧
め
ら
れ
る

雑
誌
は
め
っ
た
に
な
い
も
の
で
あ
る
。
次
の
滑
川
道
夫
氏
の
話
か
ら
当
時
の
状

況
が
窺
わ
れ
る
。

冨
田
　
今
回
は
小
学
生
時
代
の
、
年
代
に
す
る
と
大
正
二
年
（
一
九
一
三

　
　
　
年
）
か
ら
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
ご
ろ
ま
で
の
お
話
を
伺
い

　
　
　
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
略
）

滑
川

（
略
）
こ
れ
（
『
立
川
文
庫
』
…
筆
者
注
）
を
読
む
こ
と
は
学
校
で

も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
し
、
家
で
も
読
ま
せ
な
か
っ
た
。
隠
れ
て
読

む
わ
け
。
枕
の
下
に
隠
し
て
お
い
て
、
布
団
の
な
か
に
入
っ
て
こ

っ
そ
り
読
む
。

『
赤
い
鳥
』
に
関
す
る
研
究

冨
田
　
隠
し
て
読
む
に
は
、
こ
の
大
き
さ
ー
文
庫
本
よ
り
ち
ょ
っ
と
小
さ

　
　
　
い
ぐ
ら
い
の
ー
は
よ
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

滑
川
　
そ
う
。
学
校
へ
も
隠
し
て
持
っ
て
行
く
。
雪
国
だ
か
ら
冬
は
も
ん

　
　
　
ぺ
を
は
く
だ
ん
だ
け
ど
。
も
ん
ぺ
を
は
く
と
き
、
着
物
を
た
く
し

　
　
　
上
げ
て
帯
に
挾
む
わ
け
ね
。
お
し
り
の
上
が
ポ
ケ
ッ
ト
み
た
い
に

　
　
　
な
る
わ
け
だ
。
寒
い
と
き
に
は
そ
こ
に
手
を
突
っ
込
む
。
こ
こ
に

　
　
　
隠
し
て
い
く
。
た
い
へ
ん
都
合
が
い
い
ん
だ
よ
。

　
　
　
　
（
「
滑
川
道
夫
の
語
る
〈
体
験
的
児
童
文
化
史
〉
第
二
回

　
　
　
　
　
　
『
立
川
文
庫
』
の
時
代
」
、
「
教
育
」
▽
几
八
八
年
、
五
月
）

　
学
校
と
家
で
禁
じ
ら
れ
て
も
、
『
立
川
文
庫
』
を
貸
し
借
り
し
た
り
、
こ
そ

こ
そ
読
ん
だ
り
す
る
の
に
対
し
て
、
『
赤
い
鳥
』
は
、
大
多
数
の
子
ど
も
に
と

っ
て
は
、
あ
ま
り
面
白
く
な
い
雑
誌
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
関
英
雄
氏
は

『
赤
い
鳥
』
と
の
出
会
い
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
そ
の
『
赤
い
鳥
』
を
、
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
五
年
生
の
頃
だ
っ
た
と

思
う
。
あ
る
日
、
二
階
の
下
宿
人
の
早
大
生
中
井
さ
ん
が
、
「
英
雄
ち
ゃ

ん
、
こ
う
い
う
雑
誌
も
た
ま
に
読
む
と
い
い
よ
」
と
い
っ
て
、
ポ
ン
と
投

げ
出
す
よ
う
に
わ
た
し
の
目
の
前
に
置
い
た
の
が
、
何
月
号
だ
か
の
新
刊

の
『
赤
い
鳥
』
た
っ
た
。
ゴ
タ
ゴ
タ
し
た
編
集
で
頁
も
厚
い
少
年
雑
誌
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
　
『
赤
い
鳥
』
に
関
す
る
研
究

見
な
れ
た
目
に
は
、
そ
れ
は
頁
も
う
す
く
、
こ
院
み
で
の
な
い
雑
誌
万
と

い
う
第
一
印
象
を
受
け
た
。
し
か
し
、
表
紙
か
ら
し
て
他
の
娯
楽
雑
誌
と

ま
っ
た
く
異
な
る
高
い
品
位
と
清
々
し
い
感
じ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
て
、
紙

質
も
い
い
の
か
雑
誌
全
体
が
何
か
菊
の
花
の
白
さ
を
思
わ
せ
た
。
わ
た
し

は
貴
重
品
を
も
ら
っ
た
と
思
っ
た
が
、
そ
の
号
の
内
容
を
何
も
憶
え
て
い

な
い
。
美
し
い
雑
誌
と
い
う
思
い
と
、
あ
ま
り
お
も
し
ろ
い
と
思
わ
な
か

っ
た
両
方
の
感
じ
が
共
に
残
っ
た
。

　
　
（
関
英
雄
『
体
験
的
児
童
文
学
史
　
前
編
』
理
論
社
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
几
八
四
年
、
七
月
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
『
赤
い
鳥
』
の
子
ど
も
読
者
の
読
書
行
為
に
は
、
教
育
者

と
し
て
の
学
校
の
教
師
と
親
の
教
育
意
識
の
影
が
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
、
子
ど
も

自
身
に
は
自
発
的
に
読
む
情
熱
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
親
の
教
育
意
識
の
問
題
と
関
わ
っ
て
い
る
が
、
『
赤
い
鳥
』
の

子
ど
も
の
読
者
は
も
う
一
つ
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
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雑
誌
を
と
っ
て
お
り
、
毎
月
そ
れ
ら
を
交
換
し
て
読
ん
で
い
た
。
（
略
）
子
供

が
雑
誌
を
月
極
で
と
り
、
あ
る
い
は
家
に
子
供
向
の
本
が
あ
り
、
本
を
中
心
に

友
人
の
家
で
遊
ぶ
よ
う
な
人
は
、
私
の
組
で
は
新
聞
記
者
の
家
だ
け
だ
っ
た
」

と
書
い
て
い
る
（
『
子
供
た
ち
の
大
正
時
代

▽
几
八
二
年
』
。

田
舎
町
の
生
活
誌
』
平
凡
社
、

　
政
治
家
鶴
見
祐
輔
の
長
男
で
あ
っ
た
鶴
見
俊
輔
の
場
合
は
昭
和
に
入
っ
て
か

ら
の
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
「
子
供
の
こ
ろ
、
私
は
何
度
か
、
『
赤
い
鳥
』
と
い
う

雑
誌
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
よ
い
雑
誌
だ
と
す
す
め
ら
れ
た
し
、
親
か
ら
も

読
む
よ
う
に
い
わ
れ
た
が
、
私
は
、
い
つ
も
悪
い
ほ
う
の
本
に
心
が
し
ぜ
ん
に

む
き
、
『
赤
い
鳥
』
な
ど
の
良
書
を
読
む
こ
と
が
な
か
っ
た
。
『
赤
い
鳥
』
の
仕

事
に
関
心
が
む
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
も
う
小
学
校
を
終
え
て
か
ら
主
宰
者

の
鈴
木
三
重
吉
が
『
綴
方
読
本
』
に
そ
れ
ま
で
の
『
赤
い
鳥
』
の
子
供
の
作
文

を
ま
と
め
て
選
評
を
書
い
た
も
の
を
読
ん
で
か
ら
で
あ
っ
た
」
と
い
っ
て
い
る

（
『
私
の
地
平
線
の
上
に
』
筑
摩
書
房
、
▽
几
九
一
年
）
。

　
『
赤
い
鳥
』
は
特
に
新
中
間
層
の
家
庭
の
子
ど
も
に
受
容
さ
れ
、
よ
り
多
く

の
家
庭
の
子
ど
も
の
間
に
流
通
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
も
ち

『
赤
い
鳥
』
を
支
持
す
る
子
ど
も
は
、
所
謂
新
中
間
恥
の
家
庭
の
子
ど
も
が
多
　
　
ろ
ん
価
格
の
問
勘
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
が
、
新
中
間
層
の
家
庭
は
、
経
済
的
な

い
の
で
あ
る
。

　
長
野
県
飯
田
市
の
開
業
医
の
息
子
で
あ
っ
た
古
島
敏
雄
は
、
「
私
は
当
時
出

は
し
め
た
『
赤
い
鳥
』
を
と
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
友
人
は
『
童
話
』
と
い
う

面
で
、
子
ど
も
の
教
育
費
に
比
較
的
余
裕
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
「
文
化
生
活
」

を
重
視
し
、
子
ど
も
教
育
に
強
い
関
心
を
よ
せ
、
学
校
教
育
を
補
完
す
る
も
の

と
し
て
家
庭
教
育
の
意
義
を
積
極
的
に
認
め
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
一
流
の
作

｜



家
を
集
め
、
真
の
子
ど
も
の
た
め
の
文
学
を
作
り
出
す
と
宣
言
す
る
『
赤
い

鳥
』
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
家
庭
の
親
の
要
望
に
応
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
『
赤
い
鳥
』
が
学
校
と
家
庭
と
い
う
教
育
の
場
で
是
認
さ

れ
、
教
師
と
親
の
勧
め
で
受
動
的
に
読
む
こ
と
に
な
っ
た
子
ど
も
は
多
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
『
赤
い
鳥
』
の
子
ど
も
読
者
の
範
囲
は
そ
れ
ほ
ど
広
く

な
い
も
の
で
、
家
庭
教
育
を
重
視
し
、
教
育
費
に
も
余
裕
が
あ
る
新
中
間
層
の

家
庭
の
子
ど
も
が
主
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
田
舎
の
子
ど
も
た
ち
、
（
イ
ク
ラ

ス
の
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
は
、
『
赤
い
鳥
』
と
全
く
無
縁
で
あ
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
『
赤
い
鳥
』
を
購
読
し
た
子
ど
も
に
、
新
中
間
層
の
家
庭
の
子
ど
も
が

多
か
っ
た
こ
と
は
、
『
赤
い
鳥
』
の
読
者
席
受
層
の
特
徴
の
一
つ
だ
と
言
え
よ

四
　
大
正
期
児
童
文
学
の
代
表
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
理

　
　
由
は
何
か

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
当
時
に
お
い
て
は
、
『
赤
い
鳥
』
は
決
し
て
幅
広
い
子

ど
も
読
者
を
持
ち
、
人
気
が
あ
っ
た
雑
誌
と
は
言
え
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
な
ぜ
今
日
に
な
っ
て
、
大
正
期
の
児
童
文
学
イ
コ
ー
ル
童
話
窟
吊

童
話
童
謡
イ
コ
ー
ル
『
赤
い
鳥
』
と
い
う
見
方
が
通
念
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
創
刊
に
あ
た
っ
て
、
全
国
に
配
布
し
た
プ
リ
ン
ト
に
鈴
木
三
重
吉
は
「
西
洋

人
と
ち
か
つ
て
、
わ
れ
く
日
本
人
は
哀
れ
に
も
未
だ
嘗
て
、
た
ゞ
の
∵
人
も

　
　
　
　
　
『
赤
い
鳥
』
に
関
す
る
研
究

子
供
の
た
め
の
芸
術
家
を
持
っ
た
こ
と
か
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
現
状
を
嘆
き
、

「
わ
れ
く
の
子
供
の
た
め
に
は
、
立
派
な
読
物
を
作
っ
て
や
り
」
た
い
と
、

決
意
を
表
明
し
た
。
鈴
木
三
重
吉
に
と
っ
て
、
西
洋
は
日
本
の
現
状
を
打
開
し
、

日
本
の
子
ど
も
の
文
学
の
質
を
高
め
る
手
本
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
、

彼
の
考
え
で
は
、
「
芸
術
と
し
て
真
価
あ
る
純
麗
な
童
話
と
童
謡
」
を
生
み
出

す
た
め
に
は
、
新
た
に
創
作
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
「
創
作
」
の
担

い
手
を
文
壇
の
「
権
威
あ
る
名
家
」
に
求
め
旭
。

　
し
か
し
、
小
説
の
名
家
は
、
か
な
ら
ず
し
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
優
れ
た

児
童
文
学
も
簡
単
に
創
作
で
き
る
者
と
は
限
ら
な
い
。
第
一
次
の
『
赤
い
鳥
』

に
は
、
有
島
武
郎
の
「
一
房
の
葡
萄
」
、
菊
池
寛
の
「
納
豆
合
戦
」
な
ど
の
創

作
童
話
は
確
か
に
見
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
西
洋
の
児
童
文
学
や
民
話
な
ど
を

素
材
と
し
て
書
か
れ
た
作
品
も
多
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
児
童
文
学
に
対
す
る
理
解
は
作
家
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
う
だ
け
で

は
な
く
、
主
宰
者
鈴
木
三
重
吉
の
「
子
ど
も
の
た
め
」
と
い
う
意
識
が
ど
れ
ほ

ど
執
筆
者
側
に
伝
わ
っ
て
い
た
か
も
疑
問
で
あ
る
。
大
正
十
年
、
『
早
稲
田
文

学
』
六
月
号
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
「
童
話
及
童
話
劇
に
つ
い
て
の
感
想
」
と
い

っ
特
知
に
、
小
川
未
明
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
私
が
童
話
を
書
く
時
の
心
持
」

　
「
童
話
」
と
い
ふ
言
葉
は
、
か
の
「
お
と
ぎ
ば
な
し
」
と
い
ふ
言
葉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
『
赤
い
鳥
』
に
関
す
る
研
究

や
う
に
、
子
供
の
た
め
に
文
学
と
、
や
で
も
す
れ
ば
解
せ
ら
れ
る
や
う
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
私
自
身
は
独
り
子
供
の
た
め
に
語
る
の
で
な
く
、
其

れ
に
対
し
て
、
一
つ
の
主
張
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
子
供
の
心
を
な
ほ
忘
れ
ず
に
ゐ
る
、
す
べ
て
の
人
々
に
向
っ
て
、
作
者

で
あ
る
私
が
、
ま
た
子
供
の
心
持
に
立
ち
帰
っ
て
、
あ
る
感
激
を
訴
へ
る

と
い
ふ
こ
と
に
、
こ
の
こ
と
は
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
略
）

　
こ
の
意
味
か
ら
し
て
、
私
は
、
「
童
話
」
な
る
も
の
を
独
り
子
供
の
た

め
の
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
そ
し
て
、
子
供
の
心
を
失
は
な
い
、
す
べ
て

の
人
類
に
向
っ
て
の
文
学
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
で
す
。

　
小
川
未
明
ら
か
作
品
を
書
き
、
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
し
て
い
た
が
、
彼
ら
に

と
っ
て
童
話
童
謡
は
、
現
実
に
存
在
す
る
子
ど
も
読
者
の
た
め
に
創
作
す
る
も

の
と
い
う
よ
り
、
芸
術
表
現
と
し
て
「
子
供
の
心
を
失
は
な
い
、
す
べ
て
の
人

類
」
の
た
め
に
創
作
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
完
全
な
創
作
が
で
き
ず
、
西
洋
の
も
の
を
手
本
と
し
て
書

か
れ
た
も
の
に
せ
よ
、
大
人
が
失
っ
て
い
る
純
粋
無
垢
な
童
心
を
賛
美
す
る
た

め
に
書
か
れ
た
も
の
に
せ
よ
、
『
赤
い
鳥
』
の
多
く
の
作
品
は
、
勧
善
懲
悪
、

立
身
出
世
を
説
く
も
の
で
は
な
く
、
平
等
、
友
愛
、
寛
容
の
モ
ラ
ル
を
表
現
す

る
と
こ
ろ
で
共
通
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

　
作
品
に
即
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
「
大
将
の
子
と
巡
査
の
子
」
（
大
正
七
年

十
月
）
は
、
「
陸
軍
大
将
の
子
武
雄
と
、
巡
査
の
子
丑
松
は
、
ど
ち
ら
の
父
親

が
偉
い
か
で
言
い
争
い
、
二
人
と
も
自
分
の
父
の
ほ
う
が
偉
い
と
い
っ
て
譲
ら

ず
、
喧
嘩
に
な
り
か
け
る
。
二
人
が
帰
宅
し
て
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
父
親
に
尋
ね

る
と
、
武
雄
の
父
は
巡
査
が
偉
い
と
言
い
、
丑
松
の
父
は
陸
軍
大
将
が
偉
い
と

答
え
た
。
子
ど
も
た
ち
は
が
っ
か
り
す
る
が
、
学
校
で
会
う
と
互
い
に
謝
り
合

う
。
し
か
し
、
今
度
は
ま
た
そ
の
こ
と
で
譲
ら
ず
、
先
生
に
聞
い
た
。
先
生
は
、

偉
い
陸
軍
大
将
も
あ
れ
ば
、
偉
い
巡
査
も
あ
る
よ
う
に
、
ま
た
偉
く
な
い
大
将

も
偉
く
な
い
巡
査
も
あ
り
、
誰
で
も
自
分
の
た
っ
た
ひ
と
り
の
父
親
、
母
親
が

そ
の
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
偉
い
と
教
え
た
。
子
ど
も
だ
ち
よ
う
や
く
納
得
し

た
。
」
と
い
う
階
級
、
職
業
に
問
わ
ず
、
平
等
精
神
を
子
ど
も
読
者
に
伝
え
よ

う
と
す
る
作
品
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
『
赤
い
鳥
』
の
代
表
作
の
Ｉ
つ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
有
島
武
郎
の

コ
房
の
葡
萄
」
（
大
正
九
年
八
月
）
も
、
友
愛
、
寛
容
の
精
神
が
溢
れ
て
い
る

作
品
で
あ
る
。

　
一
方
、
『
赤
い
鳥
』
以
外
の
児
童
雑
誌
の
場
合
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
立
川
文
庫
』
に
つ
い
て
、
後
に
社
会
学
者
、
評
論
家
に
な
っ
た
清
水
幾
太

郎
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。

立
川
文
庫
は
所
謂
袖
珍
美
本
、
一
冊
十
銭
位
、
大
阪
で
出
版
さ
れ
て
ゐ



た
と
思
ふ
。
何
れ
も
、
英
雄
、
豪
傑
、
侠
客
、
軍
人
な
ど
を
主
人
公
と
す

る
立
志
、
出
世
、
仇
討
の
物
語
で
あ
る
。
一
冊
二
冊
と
読
み
進
む
う
ち
に
、

私
は
忽
ち
立
川
文
庫
の
檎
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
冊
は
一
晩
で
読
め
る
。

昨
日
も
一
冊
、
今
日
も
一
冊
と
買
ひ
貯
め
て
、
や
が
て
数
十
冊
、
大
き
な

木
箱
に
一
杯
に
な
っ
た
。
私
は
こ
の
数
十
冊
を
朝
夕
飽
か
ず
眺
め
て
喜
ん

で
ゐ
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
私
の
読
書
と
人
生
』
要
書
房
、
▽
几
四
九
年
）

　
ま
た
、
『
少
年
倶
楽
部
』
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
忠
男
は
、
『
少
年
の
理
想
主

義
』
の
中
で
、
子
ど
も
時
代
に
『
少
年
倶
楽
部
』
に
よ
っ
て
「
魂
を
奪
わ
れ
る

思
い
を
し
、
小
川
未
明
や
坪
田
譲
治
に
は
ほ
と
ん
ど
退
屈
以
外
の
何
も
の
を
も

感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

　
『
少
年
倶
楽
部
』
の
発
行
所
は
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
で
あ
っ
た
。
そ
の
社

長
の
野
間
清
治
は
著
書
『
私
の
半
生
』
の
中
で
、
『
少
年
倶
楽
部
』
の
刊
行
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
そ
の
内
容
は
忠
臣
孝
子
、
英
雄
偉
人
、
勇
将
烈
士
等
の
物
語
に
添
え
て
、

沢
山
の
色
刷
り
口
絵
や
、
美
し
い
挿
絵
を
入
れ
、
そ
の
他
有
名
な
学
者
、

軍
人
、
政
治
家
等
の
執
筆
さ
れ
た
面
白
く
て
為
に
な
る
話
を
工
合
よ
く
加

え
た
。
そ
れ
は
少
年
雑
誌
の
新
し
い
標
準
を
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
『
赤
い
鳥
』
に
関
す
る
研
究

（
『
私
の
半
生
』
講
談
社
、
▽
几
五
九
年
）

　
『
少
年
倶
楽
部
』
は
、
少
年
に
「
面
白
く
、
為
に
な
る
」
こ
と
を
方
針
と
し
、

内
容
的
に
は
、
忠
臣
孝
子
、
英
雄
偉
人
、
勇
将
烈
士
を
描
く
も
の
が
多
か
っ
た
。

『
日
本
児
童
文
学
大
系
』
の
解
説
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
▽
几
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
春
の
金
融
恐
慌
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後

の
矛
盾
が
、
資
本
主
義
の
弱
い
環
で
あ
る
日
本
で
、
ま
ず
爆
発
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
（
略
）
こ
の
恐
慌
の
な
か
で
、
日
本
の
金
融
独
占
資
本
は
、

（
略
）
日
本
資
本
主
義
の
危
機
を
救
う
活
路
と
し
て
、
植
民
地
獲
得
の
侵

略
戦
争
を
計
画
し
、
そ
の
た
め
に
も
階
級
闘
争
の
弾
圧
と
国
民
の
反
動
的

教
化
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
支
配
階
級
の
意
図
を
反
映
し
な
が
ら
、
講
談
社
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
は
児
童
雑
誌
の
王
座
に
位
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
「
お
も
し
ろ

く
て
、
た
め
に
な
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
低
俗
な
娯
楽
性
と
反
動

的
な
教
化
性
を
意
味
し
、
こ
れ
で
国
民
の
お
く
れ
た
意
識
を
と
ら
え
て
い

た
わ
け
で
あ
る
。
商
業
主
義
的
な
少
年
少
女
雑
誌
は
、
明
治
末
年
以
降
、

だ
い
た
い
こ
の
よ
う
な
性
格
を
帯
び
て
き
た
が
、
そ
れ
を
あ
か
ら
さ
ま
に

強
く
お
し
だ
し
た
こ
と
が
、
競
争
誌
の
圧
倒
に
成
功
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
（
菅
忠
道
『
日
本
児
童
文
学
大
系
③
』
ご
二
書
房
、
▽
几
五
五
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
　
『
赤
い
鳥
』
に
関
す
る
研
究

　
初
期
の
『
少
年
倶
楽
部
』
は
篤
学
な
少
年
を
対
象
と
し
た
、
立
身
出
世
を
説

く
雑
誌
で
あ
っ
た
が
、
大
正
の
末
か
ら
、
戦
争
を
題
材
と
し
た
作
品
が
増
え
、

そ
し
て
、
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
後
、
つ
い
に
戦
意
昂
揚
の
た
め
の
雑
誌
と
な

っ
た
。
『
少
年
倶
楽
部
』
の
煽
情
的
軍
国
主
義
化
に
対
し
て
、
『
赤
い
鳥
』
の
中

に
、
同
じ
戦
争
や
世
界
時
勢
を
反
映
す
る
も
の
と
言
え
る
「
世
界
同
盟
」
と
い

う
作
品
が
あ
る
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
一
月
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
終

了
し
、
大
正
八
（
一
九
▽
几
）
年
一
月
に
は
パ
リ
平
和
会
議
が
開
会
さ
れ
た
と

い
う
時
代
状
況
を
背
景
と
し
て
、
大
正
八
（
一
九
▽
几
）
年
三
月
号
に
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
国
に
な
っ
て
同
盟
を
結
ぶ
。
ド
イ
ツ
を
除
け
も
の
に
す
る
の

は
大
人
の
世
界
の
こ
と
で
、
子
ど
も
の
世
界
で
は
み
ん
な
仲
の
い
い
お
友
達
だ

か
ら
、
大
国
も
小
国
も
皆
権
利
は
同
じ
だ
と
、
皆
助
け
合
っ
て
楽
し
く
日
を
送

る
。
当
時
の
国
々
の
間
の
力
関
係
が
は
っ
き
り
見
え
る
（
ア
メ
リ
カ
は
背
の
高

い
子
、
日
本
は
小
さ
く
て
強
い
子
な
ど
）
が
、
戦
争
に
抵
抗
し
、
平
和
の
理
想

を
子
ど
も
に
伝
え
よ
う
と
す
る
作
品
で
あ
る
。

　
児
童
文
学
で
取
り
扱
う
内
容
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が

や
は
り
国
、
人
種
、
階
級
の
差
を
問
わ
ず
、
世
界
の
平
和
、
人
類
の
幸
福
の
た

め
、
正
義
の
味
方
と
な
ら
誰
と
で
も
仲
良
く
な
る
し
、
悪
人
と
な
ら
誰
と
で
も

戦
う
と
い
っ
た
内
容
が
今
日
の
児
童
文
学
で
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
『
赤
い
鳥
』

が
大
正
期
の
児
童
文
学
の
代
表
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
一
方
、
『
少
年
倶
楽
部
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

が
「
低
俗
な
も
の
」
の
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
た
理
由
は
、
こ
の
基
準
に
従
っ
た

か
ら
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、
後
に
反
動
的
な
軍
国
主
義
の
方
向
に
な
っ
て
き

た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
も
の
の
全
体
を
否
定
す
る
の
は
適
当
で
あ
ろ
う
か
。

『
少
年
倶
楽
部
』
と
い
う
雑
誌
は
、
低
俗
的
、
反
動
的
な
も
の
だ
け
で
あ
っ
た

と
す
る
と
、
当
時
熱
心
に
『
少
年
倶
楽
部
』
を
支
持
し
て
い
た
十
万
人
の
子
ど

も
は
皆
出
版
社
と
作
家
に
煽
動
さ
れ
、
低
俗
な
悪
影
響
を
こ
う
む
っ
た
犠
牲
者

に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
そ
う
簡
単
に
片
付
け
ら
れ
る
問
題

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
確
か
に
、
『
赤
い
鳥
』
が
「
芸
術
」
的
な
児
童
文
学
を
追
求
し
よ
う
と
し
、

文
壇
諸
名
家
の
参
加
に
よ
っ
て
、
児
童
文
学
の
質
的
な
向
上
が
実
現
で
き
、
対

世
間
的
な
意
味
に
お
け
る
児
童
文
学
観
を
改
め
さ
せ
る
契
機
を
つ
く
り
・
、
そ
れ

に
、
た
く
さ
ん
の
名
作
を
残
し
た
と
い
う
貢
献
は
誰
も
否
定
で
き
な
い
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
、
『
赤
い
鳥
』
の
価
値
の
決
定
と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
作
家
と

作
品
が
無
視
さ
れ
、
抹
殺
さ
れ
、
大
正
期
児
童
文
学
＝
『
赤
い
鳥
』
と
誤
解
し

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
事
実
に
即
し
て
ご
訂
正
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
大
正
時
代
の
児
童
文
芸
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
を
例
と
し
て
、

児
童
文
学
史
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
日
本
創
作
児
童
文
学
の
「
古
典
的
名



作
」
の
実
態
を
究
明
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
論
を
す
す
め
て
き
た
。

　
「
大
人
が
書
い
て
、
子
ど
も
が
読
む
」
の
が
児
童
文
学
で
あ
る
な
ら
、
読
者

の
心
を
つ
か
め
な
い
作
品
は
、
決
し
て
成
功
し
た
児
童
文
学
と
は
言
え
な
い
。

そ
の
た
め
、
本
稿
は
、
大
人
視
線
か
ら
の
作
家
・
作
品
を
中
心
と
し
た
従
来
の

『
赤
い
鳥
』
研
究
と
違
い
、
『
赤
い
鳥
』
の
読
者
投
書
欄
を
手
が
か
り
と
し
て
、

そ
の
読
者
層
、
及
び
読
者
の
享
受
相
を
考
察
し
て
き
加
。
こ
の
考
察
に
よ
っ
て
、

今
日
の
児
童
文
学
史
が
作
り
上
げ
た
『
赤
い
鳥
』
の
虚
構
の
評
価
か
ら
脱
し
て
、

そ
の
「
本
来
の
姿
」
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
結
論
を
ま
と
め
て
言
う
と
、
『
赤

い
鳥
』
の
読
者
は
、
学
校
の
教
師
と
子
ど
も
の
親
な
ど
の
大
人
が
大
き
な
比
重

を
占
め
て
い
る
。
子
ど
も
読
者
も
い
る
が
、
そ
の
範
囲
は
あ
ま
り
広
く
な
い
も

の
で
、
そ
し
て
、
そ
の
読
書
行
為
に
は
、
大
人
の
教
育
意
識
の
影
が
色
濃
く
あ

ら
わ
れ
、
子
ど
も
白
身
が
自
発
的
に
読
む
情
熱
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
『
赤
い
鳥
』
は
児
童
文
学
史
で
高
い
評
価
を
獲
得
し
た

一
方
で
、
現
実
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
、
多
く
の
子
ど
も
の
読
書
興
味
を
引
き

出
し
に
く
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
『
赤
い
鳥
』
の
作
品

は
児
童
文
学
と
し
て
失
敗
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
『
赤
い
鳥
』
の
読
者
の
享
受
相
」
に
お
い
て
は
、
『
赤
い
鳥
』
の
よ
う
な
、

時
代
の
代
表
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
児
童
文
学
に
つ
い
て
、

児
童
文
学
旦
旱
受
者
で
あ
る
は
ず
の
子
ど
も
の
角
度
か
ら
再
検
証
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
大
正
時
代

　
　
　
　
　
『
赤
い
鳥
』
に
関
す
る
研
究

の
子
ど
も
た
ち
が
『
赤
い
鳥
』
で
は
な
く
、
む
し
ろ
圧
倒
的
に
大
衆
的
児
童
雑

誌
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
（
『
赤
い
鳥
』
は
・
：
筆
者
注
）
あ
る
意
味
で
は
大
正
期
の
中
心
的
な
存
在
で
あ

っ
た
」
（
『
講
座
日
本
児
童
文
学
６
　
日
本
の
児
童
文
学
作
家
１
』
明
治
書
院
。

▽
几
七
三
年
）
と
い
っ
た
評
価
が
、
何
故
『
赤
い
鳥
』
だ
け
に
向
け
ら
れ
た
か
、

と
い
う
理
由
を
究
明
す
る
必
要
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
部
分
に
お
い
て
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
『
少
年
倶
楽
部
』
が
煽
情
的
軍
国
主
義
へ
の

道
を
辿
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
『
赤
い
鳥
』
の
作
品
に
現
わ
れ
た
平
等
、

友
愛
、
寛
容
の
モ
ラ
ル
は
、
国
、
人
種
、
階
級
の
差
を
問
わ
ず
、
世
界
の
平
和
、

人
類
の
幸
福
を
基
調
と
し
た
今
日
の
児
童
文
学
観
と
合
致
し
て
い
た
か
ら
、
前

者
が
過
小
評
価
さ
れ
、
後
者
が
過
大
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

注①
　
『
赤
い
鳥
』
は
、
▽
几
一
八
（
大
七
）
年
七
月
に
創
刊
、
▽
几
二
九
（
昭
四
）
年

　
三
月
に
休
刊
、
一
九
三
一
　
（
昭
六
）
年
一
月
に
復
刊
、
鈴
木
三
重
吉
逝
去
に
よ
り
二

　
九
三
六
（
昭
十
口
年
十
月
に
終
刊
。
▽
几
二
九
（
昭
四
）
年
三
月
号
を
区
分
点
と

　
し
て
、
第
一
次
『
赤
い
鳥
』
と
第
二
次
『
赤
い
鳥
』
と
よ
く
呼
ば
れ
る
。
本
研
究
は
、

　
大
正
期
の
児
童
文
学
を
中
心
に
考
察
す
る
も
の
で
、
本
稿
の
調
査
と
研
究
は
、
一
般

　
的
に
言
わ
れ
て
い
る
第
一
次
『
赤
い
鳥
』
の
百
二
十
七
冊
に
蕎
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

②
　
日
本
児
童
文
学
研
究
の
必
読
文
献
で
あ
る
菅
忠
道
氏
の
『
日
本
の
児
童
文
学
』

　
（
大
月
書
店
、
▽
几
五
六
年
）
で
は
、
最
初
に
登
場
す
る
創
作
児
童
文
学
は
漣
山
人

　
の
『
こ
が
ね
丸
』
（
一
八
九
一
年
）
と
し
て
い
る
。
同
書
で
は
、
大
正
期
の
児
童
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
『
赤
い
鳥
』
に
関
す
る
研
究

　
学
に
つ
い
て
、
「
童
心
文
学
の
開
花
」
を
章
題
と
し
、
「
児
童
文
学
を
市
民
的
感
覚
と

　
近
代
的
な
芸
術
性
に
よ
っ
て
立
て
な
お
そ
う
と
す
る
気
運
は
、
よ
う
や
く
熟
し
つ
つ

　
あ
っ
た
。
そ
の
気
運
に
方
向
を
与
え
、
新
し
い
児
童
文
学
運
動
と
し
て
も
り
あ
げ
た

　
の
が
、
鈴
木
三
重
吉
の
主
宰
す
る
『
赤
い
鳥
』
で
あ
っ
た
。
」
と
始
め
て
い
る
。

　
『
日
本
児
童
文
学
大
系
』
二
三
書
房
、
▽
几
五
五
年
）
の
第
一
巻
『
児
童
文
学
の
源

　
流
』
で
は
、
『
こ
が
ね
丸
』
か
ら
筆
を
お
こ
し
て
い
る
。
第
二
巻
『
童
心
文
学
の
開

　
花
』
で
は
、
『
赤
い
鳥
』
を
ま
ず
と
り
あ
げ
、
同
時
代
の
ほ
か
の
児
童
文
学
に
つ
い

　
て
触
れ
た
の
は
ほ
ん
の
短
い
部
分
だ
け
で
あ
る
。

　
ま
た
、
近
年
の
研
究
で
は
、
河
原
和
枝
氏
の
『
子
ど
も
観
の
近
代
－
『
赤
い
鳥
』
と

　
「
童
心
」
の
理
想
』
（
中
央
公
論
社
、
▽
几
九
八
年
）
で
は
、
「
日
本
で
最
初
に
子
ど

　
も
の
た
め
に
創
作
さ
れ
た
文
学
は
、
巌
谷
小
波
の
『
こ
が
ね
丸
』
で
あ
る
。
」
「
お
伽

　
噺
か
ら
童
話
へ
の
展
開
に
も
っ
と
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
は

　
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
七
月
、
鈴
木
三
重
吉
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。
」
と
書
か

　
れ
て
い
る
。

③
　
例
え
ば
、
「
日
本
の
児
童
文
学
・
児
童
文
化
史
上
に
画
期
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

　
と
に
な
っ
た
」
（
菅
忠
道
「
『
赤
い
鳥
』
の
成
立
と
発
展
」
『
赤
い
鳥
研
究
』
小
峰
書

　
店
、
▽
几
六
五
年
）
。
そ
し
て
、
「
単
に
児
童
文
学
の
面
で
画
期
的
な
業
績
を
あ
げ
た

　
ば
か
り
で
な
く
、
ひ
ろ
く
日
本
児
童
文
化
や
教
育
の
面
に
お
よ
ん
で
、
改
新
的
な
意

　
義
を
も
っ
た
。
日
本
児
童
文
学
史
上
、
お
伽
噺
を
克
服
し
て
、
近
代
的
児
童
文
学
を

　
現
出
さ
せ
、
発
展
の
礎
石
を
き
ず
い
た
点
で
な
が
く
記
憶
さ
れ
る
」
（
滑
川
道
夫

　
「
『
赤
い
鳥
』
の
児
童
文
学
史
的
位
置
」
『
赤
い
鳥
研
究
』
小
峰
書
店
、
▽
几
六
五
年
）

④
　
『
日
本
児
童
文
学
大
系
』
全
六
巻
（
ご
二
書
房
、
▽
几
五
五
年
）
は
、
毎
巻
の
末

　
尾
に
年
代
別
の
解
説
を
つ
け
て
い
る
が
、
ま
ず
『
赤
い
鳥
』
を
と
り
あ
げ
、
同
時
代

　
の
ほ
か
の
児
童
文
学
に
つ
い
て
の
内
容
は
極
め
て
短
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
現
代

　
日
本
児
童
文
学
傑
作
選
』
（
講
談
社
、
▽
几
八
○
年
）
に
は
、
大
正
期
の
児
童
文
学

　
三
十
四
篇
が
収
め
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
『
赤
い
鳥
』
の
作
品
が
十
九
篇
あ
る
。
『
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

　
本
児
童
文
学
名
作
集
』
（
岩
波
書
店
、
▽
几
九
四
年
）
の
中
で
も
、
『
赤
い
鳥
』
初
出

　
の
作
品
は
、
十
八
篇
あ
る
大
正
期
の
作
品
の
半
数
を
占
め
て
い
る
。

⑤
　
当
時
の
教
育
運
動
の
好
例
と
し
て
語
ら
れ
る
▽
几
二
二
（
大
正
十
口
年
に
出
版

　
さ
れ
た
『
八
大
教
育
主
張
』
（
尼
子
止
編
、
大
日
本
学
術
協
会
、
一
九
二
二
年
）
に
、

　
樋
口
長
市
の
「
自
学
主
義
教
育
」
、
河
野
清
丸
の
「
自
動
主
義
の
教
育
」
、
手
塚
岸
衛

　
の
「
自
由
教
育
」
、
千
葉
命
吉
の
「
一
切
衝
動
皆
満
足
論
」
、
稲
毛
金
七
の
「
創
造
教

　
育
」
、
及
川
平
治
の
「
動
的
教
育
」
、
小
原
国
芳
の
「
全
人
教
育
」
お
よ
び
片
上
伸
の

　
「
文
芸
教
育
論
」
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。
各
人
の
主
張
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
基
本

　
的
な
理
念
は
共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
。

⑥
　
新
中
間
層
と
は
、
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
日
本
資
本
主
義
の
帝
国
主
義
段
階
へ
の

　
移
行
期
、
社
会
構
成
の
中
間
部
分
に
新
た
に
登
場
し
、
第
▽
次
世
界
大
戦
後
の
大
正

　
中
期
以
降
、
本
格
的
に
増
大
し
階
層
形
成
を
始
め
た
社
会
階
層
を
指
す
。
新
中
間
層

　
は
論
者
に
よ
り
多
様
な
性
格
規
定
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
た
寺
出

　
浩
司
氏
の
規
定
に
従
い
、
そ
の
基
本
的
性
格
は
、
①
労
働
形
態
で
は
頭
脳
労
働
、
②

　
所
得
形
態
で
は
俸
給
、
③
社
会
階
級
上
の
位
置
で
は
資
本
家
と
賃
労
働
者
の
中
間
、

　
①
生
活
水
準
の
位
置
で
は
中
位
、
と
い
う
四
点
で
あ
る
（
『
大
衆
文
化
事
典
』
弘
文

　
社
、
▽
几
九
四
年
）
。

⑦
　
『
赤
い
鳥
』
の
価
格
の
問
題
に
関
し
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

⑧
　
そ
の
た
め
、
当
時
文
壇
で
活
躍
す
る
文
人
「
泉
鏡
花
、
小
山
内
薫
、
徳
田
秋
声
、

　
高
浜
虚
子
、
野
上
豊
一
郎
、
野
上
弥
生
子
、
小
宮
豊
隆
、
有
島
生
馬
、
芥
川
龍
之
介
、

　
北
原
白
秋
、
島
崎
藤
村
、
森
林
太
郎
、
森
田
草
平
」
其
の
他
十
数
名
の
名
作
家
に
執

　
筆
を
依
頼
し
、
芸
術
性
の
高
い
児
童
文
学
創
作
を
試
作
し
て
も
ら
っ
た
。

⑨
　
こ
の
特
集
の
寄
稿
者
は
島
崎
藤
村
、
小
川
未
明
、
鈴
木
三
重
吉
、
秋
田
雨
雀
の
四

　
人
で
、
い
ず
れ
も
『
赤
い
鳥
』
に
作
品
を
寄
せ
れ
い
る
。

⑩
　
本
稿
に
お
い
て
、
『
赤
い
鳥
』
の
読
者
享
受
相
を
究
明
す
る
た
め
、
『
赤
い
鳥
』
の

　
投
書
欄
を
分
析
す
る
と
い
う
試
み
を
行
っ
た
。
読
者
９
旱
受
相
と
言
え
ば
、
読
者
は
、



あ
る
雑
誌
を
読
ん
で
、
自
分
の
心
の
中
で
「
お
も
し
ろ
い
」
「
く
だ
ら
な
い
」
と
思

っ
た
と
か
、
口
頭
で
他
の
人
に
勧
め
た
と
か
、
日
記
で
感
想
文
を
書
い
た
と
か
、
雑

誌
へ
投
書
を
寄
せ
た
と
か
、
種
々
の
複
雑
な
状
況
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
殆
ど
は
、

厳
密
に
考
察
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
読
者
か
ら
の
投
書

の
分
析
は
も
っ
と
も
直
接
的
、
し
か
も
有
効
的
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
投
書
欄
に

雑
誌
編
集
者
の
意
図
が
入
っ
て
い
た
た
め
、
種
々
の
制
約
が
あ
る
こ
と
を
無
視
し
て

は
な
ら
な
い
。

　
今
回
は
、
大
人
が
書
い
た
幼
年
時
代
の
読
書
回
想
な
ど
の
資
料
を
使
う
こ
と
に
よ

り
、
投
書
分
析
の
限
界
性
を
補
う
こ
と
に
し
た
。

〔
付
記
〕

　
引
用
に
際
し
て
、
旧
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
漢
字
に
直
し
た
。

　
な
お
本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
度
春
季
同
志
社
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
二
〇
〇

　
八
年
六
月
二
十
二
日
、
於
同
志
社
大
学
寧
静
館
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も

　
の
で
あ
る
。
会
場
内
外
で
貴
重
な
御
指
導
や
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
方
々
に
、
改
め

　
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

『
赤
い
鳥
』
に
関
す
る
研
究

五
七




